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［令和7年12月議会号］ ［令和7年12月議会号］

【令和7年12月定例会】

釘
尾
勢
津
子

宮
崎　
幸
宏

笠
継　
健
吾

中
村
日
出
代

池
田　
葊
志

杉
原　
元
博

樋
口　
作
二

中
村　
一
尭

松
田　
義
太

勝
屋　
弘
貞

⻆
田　
一
美

伊
東　
　
茂

福
井　
　
正

松
尾　
征
子

中
村　
和
典

徳
村　
博
紀

採　決　結　果

議案第69号 鹿島市職員給与条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第70号 市長及び副市長の諸給与条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第71号 教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決

議案第72号 鹿島市議会議員の議員報酬並びに費用弁償等支給条例の一部を改正する条例の
制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決

議案第73号 鹿島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の
一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決

議案第74号 鹿島市自然の館設置条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第75号 鹿島市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第76号 令和7年度鹿島市一般会計補正予算（第4号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第77号 令和7年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第78号 令和7年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第79号 令和7年度鹿島市給与管理特別会計補正予算（第1号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第80号 令和7年度鹿島市水道事業会計補正予算（第1号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第81号 令和7年度鹿島市下水道事業会計補正予算（第1号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第82号 第八次鹿島市総合計画について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 可決
議案第83号 鹿島市高齢者福祉施設一本柿荘の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第84号 鹿島市勤労者福祉センターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第85号 鹿島市肥前浜宿継場の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第86号 鹿島市旧乗田家住宅の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第87号 蟻尾山公園の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第88号 令和7年度鹿島市一般会計補正予算（第5号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第89号 鹿島市教育委員会教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 同意

次のことを審議し決定しました

○･･･賛成　×･･･反対　退･･･退席　欠･･･欠席

鹿
島
市
議
会

令
和
7
年
12
月
定
例
会　
会
期
日
程

1
、会
期

自
　
令
和
7
年
11
月
28
日

至
　
令
和
7
年
12
月
17
日

2
、日
程

【
11
月
】

28
日
・
開
会

	

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

	

・
会
期
の
決
定

	

・
議
案
の一括
上
程（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

29
日
・
休
会

30
日
・
休
会

【
12
月
】

1
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

　
　  

発
言
内
容
通
告
締
切（
正
午
）

2
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

3
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

4
日
・
議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

5
日
・
議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

6
日
・
休
会 

7
日
・
休
会 

8
日
・
休
会（
議
案
整
理
）

9
日
・
休
会（
議
案
整
理
）

10
日
・一般
質
問（
3
名
）

11
日
・一般
質
問（
3
名
）

12
日
・一般
質
問（
3
名
）

13
日
・
休
会

14
日
・
休
会

15
日
・一般
質
問（
2
名
）

16
日
・
休
会（
議
案
整
理
）

17
日
・
議
案
の
追
加
上
程（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

	

・
議
案
審
議

	

・
質
疑
、討
論
、採
決

	

・
閉
会

訃 

報

松
尾
征
子
議
員
が
12
月
18

日
に
81
歳
で
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。葬
儀
は
12
月
21

日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

喪
主
は
夫
の
秦
佑
さ
ん
。

略
　
歴

昭
和
46
年
4
月
　
鹿
島
市
議
会
議
員
初
当
選

平
成
14
年
5
月
　
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　
　
　
　
　
　
　（
市
議
20
年
）

平
成
17
年
7
月
　
佐
賀
県
知
事
表
彰

　
　
　
　
　
　
　（
地
方
自
治
功
労
）　

平
成
26
年
11
月
　
鹿
島
市
表
彰（
自
治
功
労
）

平
成
30
年
1
月
　
総
務
大
臣
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　（
市
議
35
年
）　

令
和
4
年
5
月
　
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　
　
　
　
　
　
　（
市
議
40
年
）
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［令和7年12月議会号］ ［令和7年12月議会号］

質
問
一　
肥
前
鹿
島
駅
周
辺

の
宿
泊
施
設
整
備
に
つ
い
て
。

答
弁
　
肥
前
鹿
島
駅
及
び
近

隣
に
宿
泊
施
設
の
必
要
性
は

認
め
る
が
鹿
島
市
が
施
設
整

備
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
肥
前
鹿
島
駅
や
浜
駅
の
近

隣
に
す
で
に
宿
泊
施
設
が
あ

り
、
そ
ち
ら
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

質
問
二　
鹿
島
駅
の
ト
イ
レ

は
、
ト
イ
レ
が
や
や
狭
い
と

思
う
が
、
改
修
計
画
が
あ
る

の
か
。

答
弁
　
今
後
佐
賀
県
が
駅
舎

等
の
改
修
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
る
。
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も

新
駅
舎
内
に
つ
く
ら
れ
る
と

思
わ
れ
る
。

質
問
三　
肥
前
鹿
島
駅
と
近

隣
商
店
街
の
活
用
法
は
。

答
弁
　
中
心
商
店
街
と
御
神

松
エ
リ
ア
は
連
携
さ
れ
る
こ

と
で
商
店
街
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
思
う
。

質
問
四　
以
前
高
津
原
地
区

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

し
て
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ

リ
テ
ィ
が
運
行
さ
れ
た
時
期

が
あ
っ
た
が
今
後
の
運
行
予

定
は
な
い
の
か
。

答
弁
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
特
に
高
齢
者
の
方
や
運
転

免
許
返
納
さ
れ
た
方
、
中
心

商
店
街
に
来
ら
れ
る
方
々
や

観
光
客
の
利
用
に
有
効
だ
と

思
う
が
、
現
在
運
行
予
定
は

な
い
。

令
和
7
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
88
号

鹿
島
市
職
員
・
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
・
市
議
会
議
員
の
給
与
・
報
酬
等

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
69
〜
議
案
第
72
号

蟻
尾
山
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
87
号

樋
口　
作
二 

議
員

上
水
道
未
使
用
者
等
支

援
金
交
付
事
業
に
つい
て

質
問
　
鹿
島
市
の
水
道
を
利

用
し
て
い
な
い
市
民
へ
の
補

助
金
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
交
付
さ
れ
る
の

か
。

答
弁
　
簡
易
水
道
や
小
規
模

水
道
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

へ
は
そ
の
団
体
に
、
そ
れ
以

外
の
飲
用
井
戸
使
用
者
に
は

各
戸
へ
交
付
し
て
い
く
。
い

ず
れ
も
申
請
書
を
送
付
し
て
、

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
の
申

し
込
み
と
す
る
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
ほ
し
い
。

宮
崎　
幸
宏 

議
員

鹿
島
市
職
員
給
与
等
の

増
額
改
定
に
つい
て

質
問
　
物
価
高
騰
や
公
共
料

金
の
値
上
げ
に
よ
り
鹿
島
市

民
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る

と
と
も
に
鹿
島
市
経
済
の
回

復
や
市
民
の
所
得
増
が
感
じ

ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状

況
に
お
い
て
、
市
職
員
給
与

等
の
増
額
改
定
を
行
う
に
あ

た
り
、
市
民
の
所
得
実
態

（
民
間
給
与
、
年
金
所
得
額

等
）
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
市
民
の
所
得
実
態
は

把
握
し
て
い
な
い
。
今
後
に

お
い
て
調
査
方
法
、
内
容
等

を
踏
ま
え
て
把
握
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

⻆
田　
一
美 

議
員

質
問
　
令
和
3
年
度
以
降

5
年
間
委
託
料
は
、
据
え

置
か
れ
、
令
和
5
年
度
約

1
4
0
万
円
、
令
和
6
年
度

約
3
6
0
万
円
の
赤
字
と
2

年
間
で
5
0
0
万
円
の
累
積

赤
字
と
な
っ
て
い
る
が
そ
の

要
因
は
何
か
。

答
弁
　

5
年
度
、
6
年
度
は

異
常
高
温
が
続
き
、
芝
生
へ

の
散
水
等
で
水
道
料
金
の
大

幅
な
増
加
や
植
栽
管
理
再
委

託
経
費
等
物
件
費
の
増
加
で

単
年
度
収
支
で
は
赤
字
と

な
っ
て
い
る
。
過
年
度
の
内

部
留
保
金
で
充
当
し
、
委
託

料
は
そ
の
ま
ま
据
え
置
い
て

き
た
が
、
令
和
8
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
、
近
年
の
人
件

費
、
物
件
費
の
上
昇
等
を
考

慮
し
、
必
要
な
経
費
を
見
直

し
計
上
を
し
た
い
。

令
和
7
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
76
号

蟻
尾
山
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
87
号

伊
東　
茂 

議
員

質
問
　
肥
前
鹿
島
駅
仮
設
駐

輪
場
設
置
工
事
の
工
事
請
負

額
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。
祐

徳
ビ
ル
跡
地
の
広
場
が
仮
駐

輪
場
と
し
て
電
車
通
学
の
高

校
生
所
有
の
1
0
0
台
以
上

の
自
転
車
が
野
外
に
置
か
れ

て
い
る
。
新
駅
舎
・
ロ
ー
タ

リ
ー
・
駐
輪
場
な
ど
の
整
備

完
了
は
令
和
10
年
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
屋
根
が
無
く

雨
ざ
ら
し
の
現
状
は
駅
前
の

景
観
、
防
犯
の
上
で
も
問
題

で
あ
る
。
整
備
の
見
直
し
を

求
め
る
。

答
弁
　
広
場
は
借
地
で
仮
設

な
の
で
最
低
限
の
経
費
で
整

備
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
防

犯
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
街

灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
い
る
。
鹿
島
の
玄
関
口
の

景
観
に
つ
い
て
は
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

勝
屋　
弘
貞 

議
員

質
問
　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
の
利
用
者
が
、
松
の

根
に
つ
ま
ず
き
転
倒
し
て
手

を
骨
折
す
る
な
ど
、
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
散
歩
が
逆
に

健
康
を
損
ね
る
と
い
っ
た
事

故
が
複
数
回
発
生
し
て
い
る
。

新
年
度
に
予
算
立
て
を
し
、

適
正
な
管
理
・
整
備
を
請
う
。

答
弁
　
事
案
を
耳
に
し
た
時

に
は
、
通
常
の
維
持
管
理
の

中
で
で
き
る
分
に
関
し
て
は
、

土
入
れ
等
を
行
っ
て
対
応
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
20
年
が

経
過
し
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
の
松
の
木
も
大

き
く
成
長
し
、
通
常
の
管
理

で
は
対
応
で
き
な
い
部
分
が

出
て
き
て
い
る
。
予
算
を
立

て
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

て
い
く
。

一般質問に11人が
登壇しました

一般質問のYouTube動画配信!
12月10日、11日、12日、15日に行われた

一般質問のYouTube動画を観ることができます｡

【12月10日】 【12月11日】

福井 　　正
松尾 　征子
笠継 　健吾

議員
議員
議員

杉原 　元博
中村 　一尭
釘尾 勢津子

議員
議員
議員

【12月12日】 【12月15日】

中村 日出代
樋口 　作二
宮崎 　幸宏

議員
議員
議員

伊東 　　茂
松田 　義太

議員
議員

鹿
島
市
中
心
商
店
街
の

あ
り
方
に
つ
い
て

福
井
　
正 

議
員

肥前鹿島駅周辺整備イメージの全体図
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質
問
一　
水
源
地
か
ら
各
世

帯
ま
で
の
配
水
の
仕
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　
市
内
の
水
源
井
戸
12

か
所
の
水
を
、
10
か
所
の
配

水
池
に
送
り
、
6
地
区
に
分

け
て
各
世
帯
に
配
水
し
て
い

る
。

質
問
二　
10
月
の
水
道
水
の

濁
り
の
場
所
、
原
因
、
解
決

は
ど
う
し
た
か
。

答
弁
　
久
保
山
配
水
池
か
ら

の
水
の
濁
り
で
、
原
因
は
地

質
由
来
の
微
粒
子
が
中
継
タ

ン
ク
に
沈
殿
し
て
い
た
。
水

路
等
へ
配
水
し
新
し
い
水
と

入
替
え
た
。

質
問
三　
井
戸
の
耐
用
年
数
、

実
使
用
年
数
、
現
在
の
使
用

年
数
は
ど
う
か
。

答
弁
　
法
定
耐
用
年
数
は
10

年
、
実
使
用
年
数
は
一
般
的

で
40
年
か
ら
50
年
程
度
と
言

わ
れ
て
い
る
。
最
も
新
し
い

井
戸
で
19
年
、
古
い
井
戸
で

88
年
経
過
し
て
い
る
。
12
井

戸
の
平
均
は
48
年
で
あ
る
。

質
問
四　
全
井
戸
の
取
水
量

の
動
き
、
将
来
の
予
測
は
ど

う
か
。

答
弁
　
現
在
、
井
戸
の
取
水

量
は
、
供
給
に
問
題
な
い
。

取
水
量
の
減
少
要
因
は
、
井

戸
自
体
の
取
水
口
の
目
詰
ま

り
で
あ
る
。

質
問
五　
大
木
庭
浄
水
場
の

整
備
、
供
用
開
始
の
予
定
は

い
つ
か
。
早
め
る
必
要
は
な

い
か
。

答
弁
　
現
状
で
は
井
戸
の
取

水
量
に
不
足
は
な
く
、
浄
水

場
整
備
は
急
を
要
す
る
と
は

思
わ
な
い
。

質
問
六　
大
木
庭
浄
水
場
を

整
備
す
る
場
合
の
投
資
額
は

い
く
ら
か
、
補
助
金
は
あ
る

か
。

答
弁
　
フ
ル
規
格
で
約
43
億

円
、
段
階
整
備
で
約
13
億
円

で
あ
る
。
維
持
費
は
年
間
約

二
千
二
百
万
円
以
上
と
な
る
。

補
助
金
は
無
い
。

質
問
七　
鹿
島
市
の
戸
数
、

上
水
道
の
給
水
戸
数
、
1
立

法
メ
ー
ト
ル
の
水
道
料
金
、

1
戸
あ
た
り
の
月
間
平
均
使

用
量
、
月
間
使
用
料
金
は
い

く
ら
か
。

答
弁
　
行
政
戸
数
１
０
，

９
７
７
戸
、
給
水
戸
数
９
，

７
０
５
戸
、
モ
デ
ル
世
帯
４

人
家
族
　
１
か
月
、
20
立
法

メ
ー
ト
ル
使
用
で
使
用
料
１

か
月
４
，
５
５
４
円
（
税
込

み
）
で
あ
る
。

質
問
八　
中
木
庭
ダ
ム
の
水

源
利
用
権
は
無
形
固
定
資
産

と
し
て
減
価
償
却
中
で
あ
る

が
権
利
に
期
限
が
あ
る
か
、

更
新
が
必
要
で
あ
る
か
。

答
弁
　
期
限
は
設
け
ら
れ
て

お
ら
ず
、
更
新
の
必
要
も
な

い
。

「
公
園
ラ
イ
ト
アッ
プ
で

盛
り
上
げ
る
」に
つい
て

質
問　
11
月
10
日
、
西
部
中

学
校
3
年
生
を
対
象
に
、
若

者
の
主
権
者
意
識
の
向
上
を

目
的
と
し
た
主
権
者
教
育
出

前
講
座
を
実
施
し
た
。
議
員

が
各
ク
ラ
ス
で
市
議
会
の
役

割
や
市
の
予
算
な
ど
を
説
明

し
、
そ
の
後
、
生
徒
か
ら
鹿

島
市
の
課
題
や
提
案
を
受
け

た
。

　
今
回
は
各
ク
ラ
ス
か
ら
一

つ
ず
つ
提
案
を
取
り
上
げ
、

質
問
を
行
っ
た
。
3
年
1
組

か
ら
は
「
公
園
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
イ
ベ
ン
ト
で
鹿
島
を
盛
り

上
げ
る
」
と
の
提
案
が
あ
り
、

旭
ヶ
岡
公
園
や
北
公
園
で
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
施
に
つ
い

て
、
本
市
の
現
状
と
今
後
の

考
え
方
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

答
弁
　
子
ど
も
た
ち
が
都
市

公
園
に
関
心
を
持
ち
、
具
体

的
な
に
ぎ
わ
い
創
出
策
を
提

案
し
て
く
れ
た
こ
と
を
高
く

評
価
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、

公
園
や
中
心
市
街
地
で
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
、
市
民

主
体
の
取
り
組
み
と
し
て
成

果
を
上
げ
て
い
く
。
今
後
も

公
共
空
間
の
活
用
を
進
め
、

市
民
の
提
案
に
寄
り
添
い
な

が
ら
協
力
し
て
い
く
。

「
鹿
島
市
オ
リ
ジ
ナ
ル

ふ
る
さ
と
納
税
」に
つい
て

質
問　
3
年
2
組
で
は
「
鹿

島
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
ふ
る
さ
と

納
税
」
を
ご
提
案
い
た
だ
い

た
。

　
例
え
ば
「
ガ
タ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
の
参
加
確
約
チ
ケ
ッ

ト
」
や
「
花
火
大
会
の
超
特

等
席
」
「
手
ぶ
ら
で
来
れ
る

お
花
見
セ
ッ
ト
」
な
ど
に
つ

い
て
鹿
島
市
の
現
状
と
中
学

生
の
提
案
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
鹿
島
市
で
は
、
特
産

品
な
ど
の
「
モ
ノ
」
の
返
礼

品
に
加
え
、
干
潟
体
験
や
ミ

カ
ン
狩
り
、
鹿
島
ガ
タ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
権
、
宿
泊
券
・

食
事
券
な
ど
の
体
験
型
返
礼

品
を
導
入
し
て
お
り
、
一
定

の
利
用
が
あ
る
。
中
で
も
市

内
飲
食
店
の
お
食
事
券
は
、

帰
省
者
や
観
光
客
を
中
心
に

人
気
で
あ
る
。
全
国
的
に
は

イ
ベ
ン
ト
観
覧
席
な
ど
の
体

験
型
返
礼
品
が
広
が
っ
て
お

り
、
本
市
で
も
花
火
観
覧
席

や
飲
食
付
き
企
画
に
つ
い
て
、

関
係
団
体
と
協
議
し
返
礼
品

化
を
検
討
す
る
。
今
後
は
観

光
地
で
の
体
験
や
一
次
産
業

体
験
な
ど
を
通
じ
、
市
の
魅

力
を
体
感
で
き
る
返
礼
品
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
一　
異
常
な
物
価
高
が

続
い
て
い
る
高
市
政
権
は
国

民
の
願
い
で
あ
る
消
費
税
減

税
、
さ
ら
に
自
民
党
が
追
い

込
ま
れ
た
政
治
と
金
の
問
題

な
ど
見
向
き
も
し
な
い
。
こ

の
よ
う
な
中
で
鹿
島
市
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
積
極
的

な
市
政
を
進
め
て
ほ
し
い
。

高
市
政
権
は
物
価
高
騰
を
受

け
て
給
付
付
き
税
額
控
除
や

お
米
券
の
配
布
を
始
め
と
し

た
重
点
支
援
交
付
の
情
報
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。
今
後
鹿

島
市
に
は
ど
れ
く
ら
い
交
付

さ
れ
る
の
か
。

答
弁
　
交
付
に
つ
い
て
は

3
億
円
以
上
に
な
る
と
思
う
。

質
問
二　
交
付
金
が
来
た
ら
、

す
ぐ
に
目
的
に
沿
っ
て
市
民

の
た
め
に
使
う
よ
う
に
お
願

い
し
た
い
。

答
弁
　
国
も
そ
の
よ
う
な
方

針
な
の
で
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。

給
食
費
の
無
償
化
、

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

質
問　
今
市
民
は
い
か
に
出

費
を
減
ら
し
て
生
活
す
る
か

と
苦
労
し
て
い
る
。
パ
ー
ト

で
働
く
母
子
家
庭
の
お
母
さ

ん
は
、
食
べ
盛
り
の
息
子
3

人
を
抱
え
コ
メ
も
十
分
に
買

う
こ
と
が
出
来
な
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
。
母
子
家
庭

だ
け
で
は
な
い
。
わ
ず
か
な

年
金
で
暮
ら
す
高
齢
者
家

庭
・
子
育
て
中
の
若
い
家
庭

も
同
じ
状
況
だ
。

　
ま
ず
、
小
中
学
生
の
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
実
現
し

て
も
ら
い
た
い
。
さ
ら
に
は

未
成
年
者
に
か
け
ら
れ
て
い

る
国
保
税
の
均
等
割
り
を
な

く
し
て
早
急
に
国
保
税
を
引

き
下
げ
る
こ
と
。
今
未
成
年

者
に
は
、
医
療
の
均
等
割
り

２
５
，
２
０
０
円
と
後
期
高

齢
者
の
均
等
割
り
４
，
６
０

０
円
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
な
く
す
こ
と
で
大
幅

な
国
保
引
き
下
げ
が
実
現
す

る
。
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
。

答
弁
　
前
回
も
質
問
を
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

と
少
し
変
わ
っ
て
い
る
。
18

歳
未
満
の
減
額
に
つ
い
て
は

国
の
動
き
を
見
て
い
き
た
い
。

駅
前
開
発
の
見
直
し
を

質
問　
新
駅
舎
の
建
設
に
向

け
て
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。

計
画
が
進
む
に
つ
れ
い
く
ら

県
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
、
今
の
時
期
に
ほ
か
に

や
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
市
民
の
声
は
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
今
回
も

大
幅
に
特
急
も
減
ら
さ
れ
そ

ん
な
中
で
駅
舎
を
2
つ
も
作

る
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
あ
る
。
今
全
面
中
止
と

ま
で
い
か
な
く
て
も
最
低
必

要
な
分
だ
け
に
し
て
計
画
の

見
直
し
を
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

答
弁
　
一
部
分
だ
け
で
は
抜

本
的
な
改
善
は
難
し
い
。

質
問
一　
地
域
共
生
社
会
の

理
念
に
基
づ
く
鹿
島
市
の
考

え
を
聞
く
。

答
弁
　
地
域
共
生
社
会
の
理

念
を
重
要
な
柱
と
し
て
、
全

て
の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
を
築
く
事
を

目
標
と
し
、
つ
な
が
り
支
え

合
う
・
ま
ち
づ
く
り
を
一
層

推
進
す
る
。

質
問
二　
ま
ち
全
体
で
家
族

に
な
る
地
域
福
祉
の
推
進
に

つ
い
て
。

答
弁
　
様
々
な
生
活
課
題
に

つ
い
て
、
自
助
・
互
助
・
近

助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
、

重
層
的
に
組
み
合
わ
せ
た
地

域
ぐ
る
み
の
福
祉
で
解
決
し

て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
る
。

質
問
三　
地
域
で
暮
ら
す
外

国
人
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁
　
現
在
の
市
内
在
留
外

国
人
は
2
6
7
人
で
、
年
々

増
加
傾
向
。
外
国
人
住
民
が

円
滑
に
暮
ら
せ
る
住
環
境
を

整
え
、
地
域
住
民
と
の
信
頼

関
係
構
築
を
目
指
し
、
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

質
問
四　
共
生
社
会
に
向
け

て
の
教
育
に
つ
い
て
。

答
弁
　
児
童
生
徒
が
安
心
し

て
学
べ
る
環
境
を
整
え
、
多

文
化
共
生
や
個
性
尊
重
を
学

ぶ
機
会
を
設
け
る
。

質
問
五　
地
域
共
生
社
会
構

築
に
向
け
て
今
後
の
取
り
組

み
を
聞
く
。

答
弁
　
命
と
人
権
を
尊
重
し
、

本
市
の
強
み
で
あ
る
地
域
力

を
活
か
し
、
誰
も
が
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
を

皆
さ
ま
と
と
も
に
実
現
し
て

い
き
た
い
。

空
き
店
舗
活
用
と
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フィス
誘
致
につい
て

質
問
一　
空
き
店
舗
の
活
用

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
空
き
店
舗
情
報
登
録

制
度
で
、
中
心
市
街
地
の
3

店
舗
が
登
録
・
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
地
域
商
業
活
性
化
支

援
事
業
に
お
い
て
、
出
店
者

へ
の
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
、
商
業
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
る
。

質
問
二　
今
後
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
計
画
に
つ

い
て
聞
く
。

答
弁
　
今
年
度
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
2
回
開
催
し
、

12
月
と
1
月
に
は
県
外
企
業

が
視
察
に
来
ら
れ
る
予
定
。

ま
た
、
昨
年
開
催
し
た
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
も

計
画
し
て
い
る
。

質
問
三　
誘
致
に
伴
う
補
助

金
等
の
支
援
に
つ
い
て
。

答
弁
　
事
業
所
開
設
の
際

の
改
装
費
に
つ
い
て
最
大

2
5
0
万
円
を
補
助
。
賃
貸

料
は
3
年
間
・
年
間
1
0
0

万
円
を
上
限
に
半
額
を
支
援
。

更
に
新
規
地
元
雇
用
者
に
つ

い
て
1
人
あ
た
り
20
万
円
の

支
援
、
従
業
員
の
住
宅
家
賃

支
援
や
通
信
経
費
の
補
助
、

研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
等
に

係
る
費
用
の
支
援
等
。

鹿
島
市
上
水
道
の
良
質
・
安
定
的
な

水
の
確
保
に
つ
い
て

笠
継
　
健
吾 

議
員

西
部
中
学
校
で
の

主
権
者
教
育
出
前
講
座
に
つ
い
て

中
村
　
一
尭 

議
員

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

松
尾
　
征
子 

議
員

地
域
共
生
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

杉
原
　
元
博 

議
員
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防
災
無
線
の
不
具
合

の
原
因
に
つい
て

質
問
　
今
回
の
火
災
の
最
大

の
問
題
は
防
災
無
線
の
不
具

合
で
あ
る
と
思
う
が
。

答
弁
　
行
政
防
災
無
線
の
不

具
合
の
原
因
は
杵
藤
地
区
消

防
本
部
の
行
政
防
災
無
線
の

制
御
装
置
に
不
具
合
が
あ
っ

た
た
め
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の

デ
ー
タ
が
鹿
島
市
に
来
な

か
っ
た
こ
と
。

防
災
無
線
の

管
理
責
任
に
つい
て

質
問
　
管
理
責
任
は
少
な
か

ら
ず
鹿
島
市
に
も
あ
る
。
消

火
栓
の
不
良
も
あ
る
。
火
災

に
遭
わ
れ
た
方
の
立
場
に
な

り
話
し
を
聞
い
て
で
き
る
だ

け
の
支
援
対
応
を
し
て
頂
き

た
い
。

答
弁
　
火
災
に
遭
わ
れ
た
方

に
寄
り
添
い
対
応
し
た
い
。

元
課
長
の
懲
戒
処
分
に

関
す
る
公
文
書
開
示

請
求
結
果
につい
て

質
問
　
懲
戒
に
関
す
る
処
分

調
査
委
員
会
報
告
に
基
づ

き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧

時
間
（
4
5
7
時
間
）
相
当

の
給
与
額
の
自
主
返
納
を
別

紙
の
と
お
り
1
︐
2
8
2
︐

3
4
0
円
を
被
処
分
者
に
対

し
求
め
て
い
く
。
地
方
公
務

員
法
第
25
条
第
2
項
、
職
員

の
給
与
は
そ
の
全
額
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
給

与
全
額
支
払
い
の
原
則
で
あ

る
。
判
例
は
、
相
殺
の
時
期
、

方
法
、
金
額
に
つ
き
、
過
払

い
の
時
期
と
精
算
調
整
の
時

期
が
合
理
的
に
接
着
し
て
行

わ
れ
、
労
働
者
に
予
告
さ
れ

る
な
り
、
そ
の
額
が
多
額
で

は
な
い
な
ど
の
労
働
者
の
経

済
生
活
の
安
定
を
脅
か
さ
な

い
場
合
に
は
相
殺
が
許
さ
れ

る
（
最
高
裁
判
所
昭
和
44
年

12
月
18
日
判
決
）
。
更
に
給

与
過
払
い
後
3
か
月
も
経
過

し
て
行
わ
れ
た
減
額
調
整
は

全
額
払
い
の
原
則
に
反
し
違

法
で
あ
る
（
最
高
裁
判
所
昭

和
45
年
10
月
30
日
判
決
が
あ

る
）
。
請
求
さ
れ
て
い
る
の

は
1
月
か
ら
6
月
ま
で
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
時
間
で

1
月
か
ら
は
8
か
月
、
6
月

か
ら
は
4
か
月
経
過
し
て
い

る
。
返
納
を
求
め
る
事
が
で

き
な
い
。
違
法
で
あ
る
。

答
弁
　
あ
く
ま
で
も
自
主
返

納
で
判
例
に
あ
た
ら
な
い
。

質
問
　
雨
水
対
策
の
検
証

（
中
村
・
乙
丸
排
水
浸
水
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
成
果

（
結
論
）
と
そ
れ
に
対
す
る

水
害
対
策
に
つ
い
て
。

答
弁
　
排
水
区
域
外
と
な
る

上
流
域
側
の
嬉
野
市
塩
田
町

か
ら
の
雨
水
の
流
入
が
対
象

区
域
の
流
量
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

こ
れ
に
よ
り
市
道
毘
沙
門
二

号
線
前
か
ら
乙
丸
雨
水
ポ
ン

プ
場
ま
で
の
乙
丸
雨
水
幹
線

が
排
水
上
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
浸
水

の
要
因
で
あ
る
と
推
測
し
、

当
該
乙
丸
雨
水
幹
線
の
水
路

改
修
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

鹿
島
市
の

都
市
計
画
の
見
直
し

質
問
一
　
鹿
島
市
の
都
市
計

画
（
昭
和
48
年
制
定
）
の
課

題
で
あ
る
長
期
未
着
手
の
都

市
計
画
道
路
と
都
市
計
画
制

定
以
前
に
建
築
さ
れ
現
行
の

都
市
計
画
の
法
規
制
に
適
合

し
な
く
な
っ
た
（
既
存
不
適

格
）
事
業
所
及
び
工
場
に
つ

い
て
。

答
弁
　
長
期
未
着
手
道
路
は
、

優
先
度
や
実
現
性
等
を
判
断

し
な
が
ら
見
直
し
（
計
画
の

廃
止
変
更
）
を
検
討
す
る
と

と
も
に
既
存
不
適
格
建
築
物

に
つ
い
て
は
個
別
の
課
題
と

し
て
対
応
し
て
い
く
。

質
問
二
　
広
域
幹
線
道
路
の

整
備
を
見
据
え
た
鹿
島
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
都
市

計
画
の
見
直
し
（
用
途
地
域

の
変
更
）
に
つ
い
て
。

答
弁
　
総
合
計
画
や
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
と
の

整
合
を
図
り
な
が
ら
、
都
市

計
画
の
見
直
し
の
必
要
性
を

検
討
し
た
い
。

鹿
島
市
の

地
域
防
災
力
の
確
保

質
問
　
鹿
島
市
消
防
団
の
団

員
不
足
の
対
策
と
な
る
消
防

団
組
織
の
再
編
や
団
員
数
の

適
正
化
と
消
防
団
員
の
補
完

と
し
て
の
制
度
「
機
能
別
消

防
団
員
」
並
び
に
自
主
防
災

組
織
の
確
立
の
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
。

答
弁
　
消
防
団
に
お
け
る
部

の
統
廃
合
や
定
数
見
直
し
、

「
機
能
別
消
防
団
員
」
の
導

入
と
い
っ
た
重
要
な
事
項
は
、

地
域
及
び
消
防
団
の
理
解
と

合
意
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

消
防
団
本
部
や
各
分
団
と
意

見
交
換
を
行
い
た
い
。
ま
た
、

大
規
模
災
害
時
に
は
、
消
防

団
の
活
動
に
加
え
、
自
主
防

災
組
織
に
よ
る
対
応
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
た
め
、
地
域

の
調
整
役
と
な
る
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
人
材
育
成
が
不

可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
今
後
と
も
、
自
主
防
災

組
織
や
消
防
団
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
地
域
防
災
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

を
支
え
る「
自
治
体

シ
ス
テ
ム
標
準
化
」の

問
題
】に
つい
て

質
問
　
政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
を
通
じ
、
住
民
票
・

税
・
国
保
・
福
祉
・
介
護
・

子
育
て
支
援
な
ど
20
業
務
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
個
人
情
報

の
一
元
管
理
を
進
め
て
い
る

が
、
国
の
権
限
が
強
化
さ
れ
、

地
方
の
裁
量
が
縮
小
す
る
一

方
で
、
資
産
把
握
や
応
能
負

担
に
基
づ
く
市
民
へ
の
税
等

の
更
な
る
負
担
増
が
進
む
懸

念
は
な
い
か
。

答
弁
　
標
準
化
に
よ
っ
て
、

自
治
体
ご
と
に
異
な
っ
て
い

た
デ
ー
タ
の
形
式
が
統
一
さ

れ
る
こ
と
、
シ
ス
テ
ム
が
共

通
ル
ー
ル
で
連
携
す
る
こ
と
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
要
件
が
統
一

さ
れ
る
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
を
使
っ
た
情
報
の
や

り
取
り
が
よ
り
安
全
・
正

確
・
速
く
な
り
住
民
の
手
続

き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

本
市
に
お
け
る
不
登

校
・い
じ
め
等
へ
の
対

応
に
つい
て

質
問
　
今
後
、
過
度
な
管
理

や
形
式
的
な
安
全
管
理
に
陥

ら
ず
、
「
人
と
人
と
の
温
も

り
」
を
ど
う
再
構
築
し
て
い

く
の
か
。
い
じ
め
・
不
登

校
・
暴
力
行
為
・
自
殺
な
ど

生
徒
指
導
上
の
課
題
が
発
生

し
た
場
合
に
教
職
員
は
児
童

生
徒
、
保
護
者
に
寄
り
添
っ

た
対
応
が
出
来
て
い
る
か
。

答
弁
　
本
市
の
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
の
テ
ー
マ
に
「
か
し
ま

愛
」
を
掲
げ
、
か
し
ま
の

「
ひ
と
」
「
自
然
」
「
文

化
」
が
好
き
と
い
う
3
つ
の

思
い
を
子
供
た
ち
も
大
人
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
課
題
発
生
時

の
対
応
と
し
て
ス
ク
ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー
の
整
備
を
急
ぎ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

西
部
中
出
前
講
座
に

つい
て

質
問
一
　
西
部
中
学
校
主
権

者
教
育
の
3
年
4
組
「
祐
徳

稲
荷
か
ら
始
め
る
ま
ち
お
こ

し
大
作
戦
に
つ
い
て
」
。

答
弁 

「
神
社
で
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
の
提
案
は
今
後

の
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
大
変
参

考
に
な
り
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
問
二
　
3
年
5
組
　
「
か

し
ま
農
L
i
f
e
」
ア
プ
リ

を
作
り
「
農
家
の
高
齢
化
・

就
業
人
口
減
少
」
「
食
料
自

給
率
低
下
」
等
の
課
題
解
決

に
繋
が
ら
な
い
か
。

答
弁
　
価
値
あ
る
提
案
に
感

謝
し
、
今
後
も
小
中
学
校
を

対
象
と
し
た
食
や
農
の
学
習

や
農
業
体
験
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
鹿
島
の
農
業
に
対
す

る
考
え
方
等
を
聴
け
る
機
会

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
登
録
10
年
後
、
ど
の
よ
う

に
環
境
政
策
を
進
め
て
い
く

の
か
。

答
弁
　
海
の
森
事
業
や
県
下

一
斉
美
化
活
動
な
ど
を
通
じ

て
市
民
の
関
心
は
高
ま
っ
て

い
る
と
思
う
。
今
後
、
自
然

共
生
サ
イ
ト
で
の
環
境
調
査

や
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
と
し
て
の

酒
造
り
・
ご
え
ん
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
野
鳥
観
察
等
を
通
じ

て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
・

採
用
し
て
ほ
か
に
は
な
い
有

明
海
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、

発
信
し
て
い
き
た
い
。

干
潟
交
流
館・な
な
海

の
運
営
に
つい
て

質
問
一
　
干
潟
交
流
館
は
ど

の
よ
う
な
思
い
で
設
立
し
、

活
動
し
て
き
た
の
か
。

答
弁
　
設
置
条
例
に
あ
る
よ

う
に
、
有
明
海
特
有
の
生
態

系
や
干
潟
と
触
れ
合
う
場
を

提
供
し
、
観
光
の
進
展
と
地

域
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
。
干
潟
体
験
や
学
習

イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な
活
動

で
有
明
海
の
仕
組
み
を
学
び
、

ま
た
特
異
な
有
明
海
の
生
き

物
と
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
り

有
明
海
と
深
く
つ
な
が
る
関

係
人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
て

活
動
し
て
き
た
。

質
問
二
　
荒
干
潟
水
鳥
湿
地

セ
ン
タ
ー
と
東
与
賀
干
潟
ひ

が
さ
す
と
は
ど
の
よ
う
に
連

携
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
担
当
者
会
議
を
年
3

回
開
催
し
情
報
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
互
い
の
イ
ベ
ン

ト
で
の
交
流
も
行
っ
て
い
る
。

質
問
三
　
干
潟
交
流
館
は
商

工
観
光
課
の
管
轄
に
な
っ
て

い
る
が
、
環
境
政
策
活
動
の

部
署
と
し
て
妥
当
な
の
か
。

答
弁
　
干
潟
交
流
館
は
1
階

が
干
潟
体
験
な
ど
の
活
動
拠

点
で
、
2
階
が
環
境
学
習
の

場
と
な
っ
て
い
る
。
活
動
内

容
に
違
い
が
あ
る
が
、
周
辺

が
自
然
共
生
サ
イ
ト
に
登
録

さ
れ
た
の
で
互
い
の
部
署
の

連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
交
流
館
職
員

の
体
制
も
強
化
し
、
活
動
の

進
展
を
図
り
た
い
。

質
問
四
　
市
長
は
、
干
潟
交

流
館
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
。

答
弁
　
海
と
市
民
の
つ
な
が

り
を
構
築
で
き
る
施
設
と
し

て
重
要
で
、
専
門
的
な
知
識

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
の
存

在
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
海

の
環
境
に
詳
し
い
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
採
用
な
ど
を
通

じ
て
干
潟
交
流
館
の
有
効
活

用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

火
災
発
生
時
の
防
災
無
線
の

不
具
合
に
つ
い
て

中
村
　
日
出
代 

議
員

鹿
島
市
の
水
災
害
対
策

宮
崎
　
幸
宏 

議
員

鹿
島
市
民
の
幸
福
の
た
め
に

釘
尾
　
勢
津
子 

議
員

有
明
海
学
の
広
ま
り
に
向
け
て

樋
口
　
作
二 

議
員
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【総務建設環境委員会行政視察報告】
●日程　令和7年10月15日〜17日
●総務建設環境委員会　委員長　笠継健吾　　副委員長　釘尾勢津子	
　　　　　　　　　　　委　員　中村日出代　中村一尭　　⻆田一美
　　　　　　　　　　　　　　　伊東　茂　　松尾征子　　徳村博紀

1.山口県美祢市役所（10月15日）
　　「美祢市役所の新庁舎建設について」
　山口県西部の中央に位置し、4月1日現在人口20,681
人である。
　旧庁舎は65年経過し四階建てであった。新庁舎は平
成29年3月本庁舎整備検討委員会より、新庁舎竣工、令
和7年3月グランドオープンまで約8年を要している。
   整備の要点は、三階建て、分かり易い窓口、来庁者の休憩交流の場の配置、多目的トイレ
の配置、災害対策室の配置等である。
　鹿島市は新庁舎建て替えの方向性を、議会に表明したばかりである。新庁舎建設までは
相当の期間を要すると思われ、視察を参考に計画を見守りたい。

2.山口県柳井市役所（10月16日）
　　「白壁の町並みを活かした観光・町づくりについて｣
　山口県南東部の瀬戸内海沿岸部である。4月1日現在
人口28,978人である。
　昭和59年に重要伝統的建造物群保存地区に選定され
た地区があり、選定から昨年度が40周年となり意識の
変化がある。2巡目の修理も必要であるが、住民の負担
も生じ早期修理の検討が必要とのこと。
　 鹿島市は浜宿内の2地区が重要伝統的建造物群保存地区に選定され約20年が経過し、若
い人が集まる活動が更に必要と思われた。

3.山口県周南市役所（10月17日）
　　「水素利活用の取り組みについて」
　山口県東南部で瀬戸内海に面している。9月1日現在
人口129,797人である。
　瀬戸内海臨海部に広がる石油化学、無機化学、鉄
鋼、セメント等の産業が集積する工業地帯である。そ
のポテンシャルを活かした水素の発生を活用し、地域
づくりの推進の強化を打ち出している。
　鹿島市は水素の活用計画はないが、ゼロカーボン推進室による脱炭素化に取り組んでい
る。水素活用による脱炭素化に注目したい。

J
R
長
崎
本
線
利
便
性

確
保
の
取
り
組
み
に
つい
て

質
問　
特
急
か
さ
さ
ぎ
の
減

便
は
利
便
性
の
低
下
は
も
と

よ
り
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
低
下
、

市
民
、
企
業
等
へ
の
影
響
が

大
き
い
。
今
後
、
J
R
九
州

よ
り
減
便
後
の
代
替
と
し
て
、

普
通
列
車
の
増
便
、
江
北
駅

で
の
乗
り
継
ぎ
な
ど
提
案
さ

れ
る
と
思
う
が
、
西
九
州
新

幹
線
開
業
後
3
年
間
の
長
崎

本
線
の
課
題
等
を
整
理
し
、

市
民
、
利
用
者
の
声
を
伝
え

て
ほ
し
い
。

答
弁
　
市
民
生
活
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、

地
域
住
民
や
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
特
急
か
さ
さ
ぎ

の
運
賃
助
成
は
形
式
を
変
え

て
継
続
し
、
乗
り
換
え
等
の

ダ
イ
ヤ
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
鉄

道
交
通
を
使
っ
た
お
出
か
け

情
報
の
広
報
周
知
、
デ
ジ
タ

ル
切
符
普
及
啓
発
、
各
交
通

事
業
者
と
連
携
し
、
公
共
交

通
全
体
の
持
続
可
能
性
を
視

野
に
入
れ
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

有
明
海
再
生
と

漁
業
振
興
策
につい
て

質
問　
今
後
の
漁
業
振
興
策

に
つ
い
て
、
昨
年
か
ら
漁
協
、

青
年
部
を
中
心
に
ア
カ
エ
イ

の
商
品
化
、
ス
ミ
ノ
エ
ガ
キ

の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
近
年
の
養
殖
の
り
の
不

安
定
化
（
生
産
枚
数
、
生
産

高
）
の
中
で
、
新
た
な
事
業

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、

市
の
支
援
策
を
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。

答
弁
　
商
品
の
P
R
等
広
報
、

販
路
開
拓
、
各
事
業
へ
の
国
、

県
、
市
の
補
助
金
な
ど
の
活

用
な
ど
、
産
業
支
援
課
と
連

携
し
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

多
文
化
共
生
社
会
の

取
り
組
み
につい
て

質
問　
近
年
、
市
内
で
も
医

療
、
介
護
、
建
設
、
農
業
分

野
で
外
国
人
の
活
躍
を
聞
く

よ
う
に
な
っ
た
。

　
多
文
化
共
生
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
、
庁
内
各
課
の
連

携
が
重
要
で
あ
る
。
県
に
お

い
て
も
、
多
文
化
共
生
さ
が

推
進
課
が
設
置
さ
れ
各
施
策

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
鹿

島
市
で
も
担
当
係
を
設
置
し
、

事
業
を
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁
　
多
文
化
共
生
の
課
題

は
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
各

課
連
携
し
た
取
り
組
み
を
実

施
し
た
い
。
今
年
度
中
に
外

国
人
を
対
象
に
し
た
防
災
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

質
問
一　
今
秋
、
松
尾
市
長

は
農
水
省
鈴
木
大
臣
と
面
会

し
、
要
望
書
を
渡
さ
れ
た
と

の
報
道
を
得
て
い
る
。
内
容

に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答
弁
　

1
．
環
境
悪
化
の
原

因
究
明
、
2
．
調
査
の
予
算

確
保
、
3
．
水
質
改
善
の
た

め
、
調
整
池
と
有
明
海
の
水

位
差
を
利
用
し
て
排
水
す
る

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
設
置
を

要
望
し
た
。

質
問
二　
秋
芽
海
苔
の
解
禁

が
近
年
で
は
最
も
遅
い
11
月

と
な
っ
た
。
県
西
部
沖
の
海

況
、
海
苔
の
生
育
状
況
に
つ

い
て
担
当
課
に
問
う
。

答
弁
　
佐
賀
県
有
明
水
産
セ

ン
タ
ー
に
状
況
を
尋
ね
た
。

水
温
・
比
重
は
問
題
な
く
若

干
、
栄
養
塩
の
低
下
は
あ
る

が
特
に
問
題
は
な
い
と
の
報

告
。
一
回
目
の
入
札
は
生
産

枚
数
も
色
艶
良
好
と
連
絡
を

受
け
た
。

持
続
可
能
な
観
光
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て

質
問
一　
観
光
振
興
に
は
交

通
網
の
整
備
は
重
要
と
考
え

る
。
有
明
海
沿
岸
道
路
「
福

富
―
鹿
島
間
」
の
早
期
整
備

が
急
務
で
あ
る
。
現
状
に
つ

い
て
説
明
を
求
め
る
。

答
弁
　
延
長
10
キ
ロ
の
道
路

整
備
は
調
査
・
設
計
が
進
め

ら
れ
2
・
5
キ
ロ
区
間
に
お

い
て
用
地
買
収
が
進
め
ら
れ

て
お
り
着
実
に
整
備
さ
れ
て

い
る
。

質
問
二　
行
政
視
察
で
訪
れ

た
山
口
県
柳
井
町
の
重
伝
建

で
は
謎
解
き
ゲ
ー
ム
を
攻
略

し
な
が
ら
秘
密
の
部
屋
や
店

を
飛
び
出
し
図
書
館
や
蔵
な

ど
を
廻
る
「
分
散
型
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
が
好
評
と
聞
い
た
。

浜
宿
で
滞
在
時
間
を
延
ば
す

体
験
型
観
光
の
検
討
に
つ
い

て
担
当
課
の
見
解
を
問
う
。

答
弁
　
観
光
客
の
滞
在
時
間

を
延
ば
す
体
験
型
ゲ
ー
ム
な

ど
は
お
土
産
・
お
食
事
な
ど

観
光
消
費
額
を
延
ば
す
要
素

が
あ
り
本
市
で
も
検
討
の
必

要
性
を
感
じ
る
。

市
民
に
喜
ば
れ
る

地
域
公
共
交
通
の

早
期
実
現
に
つい
て

質
問　
福
岡
県
宇
美
町
を
再

度
訪
れ
街
中
を
循
環
し
て
走

る
「
A
I
活
用
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
」
の
財
政
負
担
に
つ

い
て
研
修
を
お
こ
な
っ
た
。

鹿
島
市
の
循
環
バ
ス
・
高
津

原
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
・
予

約
型
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の

運
行
経
費
と
比
べ
れ
ば
数
倍

の
経
費
が
掛
か
り
導
入
は
厳

し
い
と
感
じ
た
。
し
か
し
、

現
状
の
ま
ま
で
は
鹿
島
市
民

の
移
動
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

な
い
。
利
便
性
向
上
に
向
け

更
な
る
見
直
し
を
求
め
る
。

答
弁
　
今
後
も
国
・
県
の
支

援
を
頂
き
な
が
ら
山
間
部
な

ど
交
通
空
白
地
帯
の
解
消
に

向
け
努
力
し
て
い
く
。

鹿
島
市
が
直
面
す
る

政
策
課
題
に
つ
い
て

松
田
　
義
太 

議
員

有
明
海
の
漁
場
環
境
と

海
苔
養
殖
の
状
況
に
つ
い
て

伊
東
　
茂 

議
員
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［令和7年12月議会号］ ［令和7年12月議会号］

【地域交通まちづくり特別委員会行政視察報告】
1.地域交通まちづくり特別委員会
　委員長　伊東　茂　　副委員長　宮崎幸宏
　委　員　笠継健吾　　杉原元博　　松田義太　　福井　正　　松尾征子　　徳村博紀

2.視察日程及び調査事項、内容　令和7年11月12日（水）〜14日（金）3日間

3.総括
　本委員会は、鹿島市の地域公共交通における課題（非効率による利用者少、ドライバー不足
等）の改善と総事業費53億円（うち鹿島市事業分10億円）の肥前鹿島駅周辺整備事業の検証
のために、地域公共交通サービスの先進的取り組みや類似の駅周辺整備事業について、視察
（①②③は再視察）し調査を実施した。
　AI活用型オンデマンドバスは、利便性かつ効率性がある交通サービスとして有効性や持続
性が見込まれ、鹿島市の地域公共交通の見直しの方策になりえる。
　田川伊田駅舎は、駅施設運営が不安定な状況となっており駅舎テナント運営におけるリスク
管理の必要性を感じた。
　JR柳ヶ浦駅は、総事業費7.4億円の事業コストを意識したコンパクトな駅周辺整備事業であ
り、肥前鹿島駅周辺整備の模範となるべきものであった。
　今後において、今回の視察調査内容をもとに、AI活用型オンデマンドバスの導入や肥前鹿
島駅周辺整備事業に関して、精査及び追究していく。

【文教厚生産業委員会行政視察報告】
●日程　令和7年10月20日〜10月22日
●視察参加者　委員長　杉原元博　　副委員長　池田廣志
　　　　　　　委　員　宮崎幸宏　　樋口作二　　松田義太
　　　　　　　　　　　勝屋弘貞　　福井　正　　中村和典

1.香川県高松市『地域共生社会構業について』
理念…制度・分野の枠、「支える側」「支えられる
側」という従来の関係を超えて、人と人、人と社会が
繋がり、一人ひとりが生きがいや役割を持ち、助け合
いながら暮らしていける事の出来る包括的なコミュニ
ティ、地域や社会を創るという考え方。以下の点を学
習し共有する事が出来た。①地域のみんなで助け合う
仕組みづくり。②話し易く分かり易い身近な相談支援。③暮らしのどんな困り事にも対応
できる仕組みづくり。

2.徳島県『読書活動の推進に関する条例について』
政策条例検討の流れ…①条例提案書の提出（目的、内
容等を記載）、②提案者による説明、③条例化適否の
検討、④立案検討の合意、⑤条例案の協議・調整、⑥
文案の合意、⑦議長に結果報告書を提出、⑧議長が会
長・幹事長会で条例案について報告し、同会で議案提
出を決定、⑨議会運営委員会で議事手続きを協議、⑩
本会議へ提出、議決。
　読書活動の意義や重要性について理解及び関心を高め、家庭・学校及び地域の連携のも
と、自主的に読書活動に取り組む環境を整備する必要性を感じた。

3.徳島県三好市『サテライトオフィス誘致プロジェクトの取り組み』
　三好市では地元雇用を補助金の要件としている。
企業のメリット…固定費の削減（補助金の活用）、良質な雇用提供による地域貢献。
地方のメリット…地元雇用の創出、新卒学生UIJターン者等の雇用の受け皿
　　　　　　　　→人口減少緩和、地域事業者との協働等での地域経済の活性化。
　三好市は先駆的にサテライトオフィス誘致を行って
いる。人口は鹿島市より少ない21,848人。（視察時現
在）地元採用が多く、皆さん生き生きと仕事をされてい
る印象。進出企業側と三好市（誘致自治体）共にWin-
Winの関係で大変素晴らしい。鹿島市に於いて今後の空
き店舗を活用した誘致活動に参考になる事例が多く、街
の活性化・人口減少対策等に活かしていきたい｡

市民と議会の意見交換会 令和7年度  議会報告会
と　き
ところ 西部地区

東部地区
※東部・西部どちらの会場でも、ご自由に、ご参加いただけます!

主催 鹿島市議会（連絡先 鹿島市議会事務局 ☎️63-2104)

令和8年2月12日(木) 18時半〜(開場18時)

のごみふれあい楽習館　まちづくり情報室
七浦公民館(漁村センター)　2階　第3研修室

視察日 調査事項【 目的 】 視察先【 対応者 】

11／12
(水)

① AI活用型オンデマンドバスのるーと
【 地域公共交通サービス 】

福岡県粕屋郡宇美町〈研修〉
【 宇美町議会、宇美町シティプロモーション課 】

内
容

・地域公共交通の課題解消のための持続可能な新しい公共交通サービス（MaaS）
・顧客の利便性と運行の効率性を両立するAI活用型オンデマンドバス

11／13
(木)

② 田川伊田駅舎整備及び利活用
【 駅周辺整備事業 】

福岡県田川市〈研修〉
【 田川市議会、田川市産業振興課、都市計画課 】

内
容

・駅舎ホテル、飲食テナント、観光案内所等の駅舎運営に公共施設等運営権方式（コン
セッション）の導入

・駅舎運営の民間事業者が民事再生手続き開始申立て（令和7年11月時点）
③ JR柳ヶ浦駅周辺地区整備事業
【 駅周辺整備事業 】

大分県宇佐市〈研修／施設見学〉
【 宇佐市議会、宇佐市都市計画課 】

内
容

・令和6年3月完成の総事業費7.4億円のコンパクトな駅周辺整備事業（駅舎、W（公共交
通・一般車）ロータリー、駅前広場、駐車場、駐輪場）

・駅周辺地区整備に併せて駅周辺の賑わい創出に向けたソフト事業実施

11／14
(金)

④ グリーンスローモビリティ
【 地域公共交通サービス 】 大分県大分市〈乗車体験〉

内
容

・多様な移動手段を提供する新しい交通サービス（MaaS）
・低速走行する車両がゆえに後続車両への影響（交通混雑）を及ぼすことが課題
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10月
	  2日	 9月定例会　一般質問
	 	 臨時議会運営委員会
	 	 議会報告会プロジェクト会議
	 3日	 全員協議会
	 	 9月定例会　閉会
	 	 全員協議会
	 	 文教厚生産業委員協議会
	 6日	 議会だより編集会議
	 8日	 長崎県・長崎県議会・長崎河川国道事務所要望
	 10日	 佐賀県市議会議長会正副議長会
	 14日	 議会だより編集会議
	 15日	 総務建設環境委員会行政視察（〜17日）
	 17日	 議会だより編集会議
	 20日	 文教厚生産業委員会行政視察（〜22日）
	 24日	 四市議会議員交流会
	 27日	 全員協議会
	 	 一市二町議会議員交流会
	 28日	 九州市議会議長会理事会
	 29日	 佐賀県西部広域環境組合議会定例会10月定例会
	 31日	 全員協議会

11月

	 5日	 全国市議会議長会　評議員会
	 10日	 主権者教育出前講座
	 11日	 議会運営委員会
	 12日	 地域交通まちづくり特別委員会行政視察（〜14日)
	 17日	 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会代表者会議
	 18日	 有明海沿岸道路西部地区建設促進期成会要望
	 	 国道207号改良促進期成同盟会要望
	 19日	 全員協議会
	 	 総務建設環境委員協議会
	 	 文教厚生産業委員協議会
	 21日	 国道498号整備促進期成会要望
	 25日	 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会運営委員会
	 	 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会11月定例会
	 	 総務建設環境委員協議会

令
和
7
年
度

か
し
ま
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
　
樋
口
　
作
二

副
委
員
長
　
　
笠
継
　
健
吾

委
　
　
員
　
　
⻆
田
　
一
美

顧
　
　
問
　
　
中
村
　
和
典

※
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、全
て
原
稿
提
出
者

の
責
任
に
よ
り
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
議
会
も
鹿
島
駅
前
開
発
な

ど
市
民
生
活
に
関
わ
る
事
案
を
協
議
し
、

最
後
に
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
事
業
を
可
決
し
、来
年
度
への
明
る

い
展
望
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
、第
一
回
の
編
集
会
議
は
重
苦
し
い

空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。前
日
夜
、松
尾

征
子
議
員
が
突
然
亡
く
な
ら
れ
た
と
の

こ
と
、言
葉
を
な
く
し
ま
し
た
。ふ
だ
ん

か
ら
生
涯
議
員
を
自
称
し
て
お
ら
れ
た

松
尾
征
子
議
員
で
し
た
が
、議
会
の
最

終
日
に
も
質
問
に
立
た
れ
、議
会
だ
よ

り
原
稿
も
書
き
上
げ
、提
出
さ
れ
て
か

ら
の
突
然
の
死
去
で
し
た
。振
り
返
れ

ば
、多
く
の
男
性
議
員
の
中
で
臆
す
る

こ
と
な
く
、常
に
弱
者
を
支
援
す
る
立

場
で
市
政
を
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
た
敬

服
す
べ
き
先
輩
議
員
で
し
た
。残
さ
れ
た

私
た
ち
も
、よ
り
襟
を
正
し
て
活
動
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

編
集
後
記

金額単位 : 円
10 月 11月 12月 合計

区 分 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額
弔 意 0 0 0 0 1 22,000 1 22,000
見舞い 0 0 0 0 0 0 0 0
祝 儀 0 0 0 0 0 0 0 0
会 費 1 4,000 0 0 1 3,000 2 7,000
接 遇 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 1 680 1 680
合 計 1 4,000 0 0 3 25,680 4 29,680

	 26日	 議会運営委員会
	 27日	 環境未来都市特別委員協議会
	 28日	 12月定例会　開会（～12月17日）
	 	 議会報告会プロジェクト会議

12月

	 4日	 12月定例会　議案審議（～5日）
	 9日	 文教厚生産業委員会
	 10日	 12月定例会　一般質問（～15日）
	 11日	 議会報告会プロジェクト会議
	 12日	 全員協議会
	 	 臨時議会運営委員会
	 15日	 全員協議会
	 	 文教厚生産業委員協議会
	 17日	 全員協議会
	 	 12月定例会　閉会
	 	 全員協議会
	 19日	 議会だより編集会議
	 22日	 文教厚生産業委員協議会
	 26日	 議会だより編集会議

行政視察受入状況(令和7年10月～12月)
10月28日　広島県東広島市議会　創生会（3名）
11月21日　香川県善通寺市議会　議会運営委員会（9名）

議長交際費を公表します。

議会あれこれ（令和7年10月～12月）




